
毎

．

」
ゝ

一

汁

軒
冬
場
頂

竃
軒

き
｛
1
1
－
L

∵

ご

l鞍
東

電

㌔暮

す

■
～

、気
し

↑
t

廿

．

ヰ
ヽ

も

♪

≠
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卑
取

巻
泳
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密
林
の
王
者
「
タ
ー
ザ
ン
」
は
、

昭

和
の

ヒ
ー

ロ
ー
だ

っ
た
。

「
ア

ー
ア
ア

ァ
ー

」
。
木

の
ツ
ル

に
ぶ
ら

下
が
り
雄
た
け
び
を
あ
げ
る
。
幼

か

っ
た
こ
ろ
、
誰
も
が

一
度
は
タ

ー
ザ
ン
ご

っ
こ
を
し
た
も
の
だ
。

タ

ー
ザ
ン

役
の
ジ

ョ
ニ
ー
・

ワ
イ

ズ

ミ

ュ
ラ
ー

（
1
9
0

4
～

84
）

は
、
水
泳
の
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
。
彼
が
選
手
と
し
て

全
盛
の
こ
ろ
、
日
本
の
水
泳
界
を

席
巻
し
た
の
は
、
大
阪
の
旧
制
茨

木
中
（
現
・

府
立
茨
木
高
校
）
だ

っ
た
。
茨
木
中
水
泳
団
に
は
、
ワ

イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー

の
写
真

が
残
り

、

来
校
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

意
外
な
つ
な
が
り
と
友
情
を
た
ど

る
物
語
を
、
こ
こ
か
ら
始
め
よ
う
。

◇

時
代
は
大
正
に
変
わ
り
、
「
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
や

「
モ
ダ
ン
」
と

い
う
言
葉
が
社
会
の
空
気
を
表
し

て
い
た
。
水
泳
も
日
本
泳
法
か
ら

欧
米
式
に
変
わ
り
、
タ
イ
ム
は
著

し
く
向
上
。
け
ん
引
し
た
の
は
、

日
本
初
の
学
校
フ
ー
ル
を
作
り
、

ク
ロ
ー
ル
を
導
入
し
た
茨
木
中
だ

旧茨 木中 プールサ イ ドに残 る謎

っ
た
。
1
9
1
6

（
大
正
5
）
年

に
生
徒
た
ち
の
手
作
業
で
フ
ー
ル

が
完
成
し
、
19
年
に
は
「
競
泳
研

究
特
別
班
」
を
編
成
し
た
。
ク
ロ

ー
ル
の
成
果
に
よ
り
、
昭
和
初
期

ま
で
の
十
数
年
間
で
五
輪
メ
ダ
リ

ス
ト
2
人
を
生
ん
だ
。

昨
年
H
月
、
大
阪
水
泳
協
会
の

創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典
で
、

日
本
水
泳
連
盟
会
長
の
鈴
木
大
地

は
「
大
正
時
代
に
50
㍍
プ
ー
ル
を

つ
く

っ
た
の
は
驚
き
。
研
究
熱
心

な
指
導
者
が
い
て
、
現
代
の
礎
に

な

っ
た
」
と
語
り
、
い
ち
早
く
世

界
を
目
指
し
た
茨
木
中
の
先
見
性

を
た
た
え
た
。

当
時
の
強
さ
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
静
岡
県
の
浜
名
湾
（
浜

名
湖
）
で
、
21
（
大
正
10
）
年
に

水
泳
の
全
国
大
会
が
始
ま

っ
た
。

主
催
の
浜
名
湾
辞
泳
協
会
は
「
日

本
に
お
け
る
知
名
の
水
泳
団
体
を

L
ジョニ ー・ ワイ ズミ ュラー が

演じ7こター ザ ン＝ D V D 発 売

元の ア イ・ ヴ イー・ シー提供

招
く
こ
と
。
な
か
で
も
茨
木
中
学

を
招
く
こ
と
。
茨
木
中
学
を
仮
想

が

砧
不
た

≡茨木高校創立90周年記念誌に掲載された
ジョニ ー・ ワイ ズミ ュラ 仰 （左 ） の写 真

敵
国
と
考
え
る
」
と
決
め
た
と
い

う
。
そ
の
2
年
後
の
日
本
記
録
を

み
る
と
、
競
泳
11
種
目
の
う
ち
茨

木
申
出
身
の
選
手
た
ち
が
計
五
つ

の
記

録
を
持

っ
て

い
た
。

古
い
資
料
を
読
む
う
ち
、
｝1
校

の

写
真

に
目
が

と
ま

っ
た
。
プ

言

ル
サ
イ
ド
に
立
つ
水
着
姿
の
長
身

の
外
国
人
と
小
柄
な
日
本
人
。
後

ろ
に
は
多
く
の
学
生
が
見
え
る
。

茨
木
高
校
創
立
90
周
年
記
念
誌
に

タ仙ザ ン

19 18 （大 正 7 ）年 、 サ イ レ ン ト第 山

作「ターザ ン」以降、40本以上 の映画

が公開され、アニメやテ レビ映画 も製

作された。 ジャングルで猛獣をひきい

て密猟者などを こら しめる野人 で、妻

や子 ども、チ ンパンジーな どが登場 す

る。 これまで 20人が演 じ、 6 代目のワ

イズ ミュラーは最多の 12本 に出演。最

高の は ま り役 と いわ れ る 。

掲
載
さ

れ
た

ワ
イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー

の

写
真
だ
。
彼
は
、
別
（
大
正
13
）

年
の
パ
リ
五
輪
、
28
年
の
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
五
輪
の
自
由
形
で
計
5

個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

記
念
誌
に
は
、
水
泳
団
O
B
の

こ
ん
な
証
言
が
あ
る
。

＜

昭
和
ほ
年
で
し
た
か
、
ワ
イ

ズ

ミ

ュ
ラ

ー

も

来

て

い

る

ん

で

す
。
彼
の
写
真
は
部
室
に
飾

っ
て

あ

っ
た
ん
で
す
＞

準

不
中
が
世
界
レ
ベ
ル
に
あ

っ

に
あ
か

し
と
言

え
よ

う
。

だ
が

、

そ
の
年
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
年

に
あ

た
り
、

予
定

さ
れ

て

い
た
東

京
五
輪
は
幻
と
な

っ
た
。
調
べ
て

み
る
と
、
外
国
と
の
対
抗
戦
は

一

つ
も
な
く
、
米
国
選
手
の
来
日
は

あ
り
え
な
い
話
だ

っ
た
。
そ
し
て

も
う

一
つ
。

ワ
イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー

は

そ
の
時

す
で

に
引
退

し
、

ハ
リ

ウ

ッ
ド

の
ス
タ

ー
に
な

っ
て
い
た

。

私
は
写
真
の
謎
を
解
く
た
め
、

タ
ー
ザ
ン
の
残
影
を
追
う
こ
と
に

し
た
。

叩秒
間
裕
之
山

＝
敬
称
略
、
つ
っ
く

んび

、つゆ
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大
阪
の
旧
制
茨
木
中

（
現

・

府
立
茨
木
高
校
）
に
伝
わ
る
ジ

ョ

ニ
ー

・

ワ

イ

ズ

ミ

ュ
ラ

ー

の

写
真
は
、
外
国
選
手
が

一
人
も

来

日
し
な
か

っ
た
1
9

4
0

（
昭
和
15
）
年
の
撮
影
で
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

お
そ
ら
く
証
言
者
の
記
憶
違
い

だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

日
本
水
泳
連
盟
の
記
録
を
調

べ

る
と

、
ワ
イ

ズ
ミ

ュ
ラ
ー

は
、

28
（
昭
和
3
）
年
の
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
五
輪
後
、
初
来
日
し
た
。

水
泳
選
手
と
し
て
の
来
日
は
こ

の
1
回
だ
け
だ
。
朝
日
新
聞
の

田
畑
政
治
（
後
の
日
水
運
会
長
）

の
発
案
で
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト

6
人
を
招
待
し
た
国
際
水
上
大

会
に
出
場
す
る
た
め
だ

っ
た
。

東
京
は
10
月
13
、
14
日
に
玉
川

フ
ー
ル
で
、
大
阪
は
同
21
日
に

築
港
フ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
日
本
水

泳
陣
は
、
2
0
0
㍍
平
泳
ぎ
の

鶴
田
義
行
が
史
上
初
の
金
メ
ダ

ル
に
輝
く
な
ど
、
計
3
個
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
。
1
万
人
収
容
の

玉
川
プ
ー
ル
の
仮
設
ス
タ
ン
ド

は
人
で
あ
ふ
れ
た
と
い
う
。

坂
口
安
吾
は
、
50
（
昭
和
25
）

年
10
月
の
文
芸
春
秋

「
安
吾
巷

談
」
で
回
想
し
て
い
る
。

＜

ワ
イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー
は

プ
ー

無邪気な ヒー ロー に沸い た
ル
の
ま
ん
中
ま
で
も
ぐ

っ
て
い

っ
て
、
顔
を
だ
し
ぎ
ま
、
水
を

ふ
き
あ
げ
て
、
ガ
ガ
ア
！
と
い

か

ば

う
河
馬
の
マ
ネ
（
で
は
な
い
か

と
思
う
が
）
を
再
三
や

っ
て
見

物
衆
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
。
天
性

無
邪
気
で
、
当
時
か
ら
タ
ー
ザ

ン
に
誰
よ
り
も
適
任
の
素
質
を

示
し
て
い
た
＞

ま
さ
か
後

に
、
タ
ー
ザ
ン
に

な
る
と
は
思
い
も
し
な
か

っ
た

だ
ろ
う
。

タ
ー
ザ
ン
に
詳
し
い
映
画
評

論
家
の
児
玉
数
夫
（
93
）
は
「
日

本
で
泳
い
だ
こ
と
は
新
聞
で
読

ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
顔
の
つ
く

り
が
大
き
く
、
タ
ー
ザ
ン
に

一

番
ふ
さ
わ
し
い
役
者
だ

っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
タ
ー
ザ
ン
は
野
人

的
だ
が
彼
が
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

た
」
と
話
す
。

ワ
イ
ズ
ミ

ュ
ラ
ー
は
、
国
際

水
上
で
ハ
出
場
し
た
個
人
種
目

す
べ
て
で
優
勝
。
観
客
は
、
ワ

イ
ズ
ミ

ュ
ラ
ー
に
挑
む
、
あ
る

日
本
人
ス
イ
マ
ー
に
ひ
と
き
わ

大
き
な
声
援
を
送

っ
た
。

【
秒
間
裕
之
】

＝
敬
称
略
、

つ
っ
く

茨木水泳団秘史

玉川 プール と築港プール

玉川 プールは25（大正 14）年

に、現在 の世田谷区上野毛 に

オープン した唯一の国際公認

プール。子 ども用プール もあ

つた。築 港ブールは、23年の極

東大会 のため陸上競技場 と併

設する形 で建設。現在の港 区

八幡屋 公園付近 にあ った。

斗J 三詩 才～ J 〈

i′

も

凄

〆メ〆

艶
首

矧
岨

米
国

の
ジ

ョ

ニ
ー
・

ワ

イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー
ら
を
招
い
た
国
際
水

㌔

ゝ

一、らも
一

ぐぎ≡ i・ － ． 包 盲観山轡笥rL‘一壌‾ゝも二 等

増増㍗事

上
大
会
（
1
9
2
8
年
）
の
1

0
0
㍍
自
由
形
で
ワ
イ
ズ
ミ

ュ

ニ
フ
一

に
果

敢

に
挑
ん

だ

の
は

、

大
阪
の
旧
制
茨
木
中

（
現
・
府

立
茨
木
高
校
）
で
ク

ロ
ー
ル
を

完
成
さ
せ
た
高
石
勝
男
（
1
9

0
6
～
66
）
だ

っ
た
。
新
聞
は

「
高
石
は
50
㍍
直
後
に
、
や
や
前

に
出

た
が

、

ワ
イ

ズ

ミ

ュ
ラ
ー

は
85
㍍
で
ス
パ
ー
ト
し
た
」
と

分
析
。
高
石
は
3
位
に
終
わ
る
。

実
は
、
茨
木
中
に
伝
わ
る
あ

の
写

真
で

、
ワ

イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー

と

一
緒
に
写
る
日
本
人
こ
そ
、

高
石
な
の
で
あ
る
。
世
界
の
ト

ッ
プ
に
上
り
詰
め
た
原
点
は
茨

木
中
に
あ
り
、
そ
れ
は
近
代
水

れ
い
め
い

泳
の
黎
明
で
も
あ

っ
た
。

茨
木
中
は
フ
ー
ル
建
設
後
、

19
（
大
正
8
）
年
に
1
万
㍍
走

に
強
い
1
年
生
ら
を
選
抜
し
て

「
競
泳
研
究
特
別
班
」
を
組
織
。

伝
わ

っ
た
ば
か
り
の
ク
ロ
ー
ル

は
、
50
㍍
の
み
に
使
う
息
継
ぎ

な
し
の
泳
法
で
、
主
流
は
日
本

クロール完成 好敵手現 る

告ご敬 独 ＿ 一

′ソ

冒i

映画 「ター ザ ン」 シ リーズ

の1 シーン＝ D  V  D発売元
のアイ・ ウ イー・ シー提 供

鶴野

ゆう びん

、ゝ磯 ｝∴

華麗な ク ロー ルで泳 ぐ高石 勝男
二＝早稲田大学水泳部 80年史から

泳
法
だ
っ
た
。
琴

－
ル
に
息
継
ぎ
を
加

入
れ
る
。
高
石
と
H

元
の
芥
川
（
大
阪
由

で
小
さ
い
こ
ろ
か
ユ

た
入
谷
唯

一
郎
が
、

し
、
高
石
が
続
い
」

翌
20
年
に
伊
豆
爪

岡
県
）
で
あ

っ
た
出

水
泳
大
会
。
茨
木
山

で
優
勝
す
る
。
国
口

ん
な
ふ
う
に
伝
え
ん

＜

〓
居
、
帝
大
牡

を

一
蹴
し
て
茨
木
山

た
の
は
飛
ん
だ
番
打

っ
た
＞

高
石
は
、
ア
ム
ワ

五
輪

（
28
年
）
の
1

由
形
で
銅
メ
ダ
ル
克

ワ
イ

ズ

ミ

ュ
ラ
ー

爪

な

っ
た
。
だ
が
、
＋

際
水
上
の
直
前
、
［

ラ

ー

は

「
1

0

0

け

い
」
と

言

い
出
し

わ

「
出
た
ら
俺
が
勝

〔

郷
里
な
の
で
悪
い
」

高

石
が

レ
ー

ス
を

同

イ

ズ
ミ

ュ
ラ
ー

は

腐

日
米
の
盟
友
は
、

じ
て

固
い
粁

で
結

た
。
私
は
、
茨
木
由

写
真
が
、
大
会
の
合

て
高
石
の
母
校
を
話

さ
れ

た
も

の
と

、
早

信
し
た
。

【
砂

＝
敬
称
略
、
諏

日
本
泳
法

古
式
泳
法
と
も
秤

武

芸
の

一
つ
と
し

て

に
発
展
。
現
在
、
12

認
さ
れ
て
い
る
。
片

泳
な
ど
が
あ
る
。

ゆう

茹

署



咋仰 泄 捗 雅 一鼻音 牛 ‘・ i ノ 簡 ≠甘ぷ叫 鞄
き／≠ 外 1 一 旦

‾ メ ≠も
ぎー4ヽゝ

碓守

轡ヨLヤ．増野芝 瀦醜

lノ

ぢ梓よ甘 鞠 ′ご嘉
〟ィコ、▲ す遠 藤癖鞠 観しゃも轡 さJ 熊襲礫

J ／ゝ ／ ′

米
国

の
ジ

ョ
ニ
ー

・
ワ

イ
ズ

ミ

ュ
ラ

ー
ら
を

招
い

た
国
際

水

上
大
会
（
1
9
2
8
年
）
の
1

0

0
㍍
自

由
形

で
ワ
イ

ズ

ミ

ュ

ラ
ー
に
果
敢
に
挑
ん
だ
の
は
、

大
阪
の
旧
制
茨
木
中
（
現
・

府

立
茨
木
高
校
）
で
ク
ロ
ー
ル
を

完
成
さ
せ
た
高
石
勝
男
（
1
9

0
6
～
66
）
だ

っ
た
。
新
聞
は

「
高
石
は
50
㍍
直
後
に
、
や
や
前

に
出

た
が
、

ワ
イ

ズ
ミ

ュ
ラ

ー

は
85
㍍
で
ス
パ
ー
ト
し
た
」
と

分
析
。
高
石
は
3
位
に
終
わ
る
。

実
は
、
茨
木
中
に
伝
わ
る
あ

の
写
真

で
、

ワ
イ

ズ
ミ

ュ
ラ

ー

と

一
緒
に
写
る
日
本
人
こ
そ
、

高
石
な
の
で
あ
る
。
世
界
の
ト

ッ
プ
に
上
り
詰
め
た
原
点
は
茨

木
中
に
あ
り
、
そ
れ
は
近
代
水

れ
い
め
い

泳
の
黎
明
で
も
あ

っ
た
。

茨
木
中
は
フ
ー
ル
建
設
後
、

19
（
大
正
8
）
年
に
1
万
㍍
走

に
強
い
1
年
生
ら
を
選
抜
し
て

「
競
泳
研
究
特
別
班
」
を
組
織
。

伝
わ

っ
た
ば
か
り
の
ク

ロ
ー
ル

は
、
50
㍍
の
み
に
使
う
息
継
ぎ

な
し
の
泳
法
で
、
主
流
は
日
本

クロール完成 好敵手現 る華麗 な クロー ルで泳 く一高石 勝男

＝早稲田大学水泳部80年史から

泳
法
だ

っ
た
。
茨
木
中
は
ク
ロ

ー
ル
に
息
継
ぎ
を
初
め
て
採
り

入
れ
る
。
高
石
と
同
級
で
、
地

元
の
芥
川

（
大
阪
府
高
槻
市
）

で
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
泳
い
で
い

た
入
谷
唯

一
郎
が
、
ま
ず
習
得

し
、
高
石
が
続
い
た
。へ

だ

翌
20
年
に
伊
豆
の
戸
田
（
静

岡
県
）
で
あ

っ
た
東
京
帝
大
の

水
泳
大
会
。
茨
木
中
は
初
出
場

で
優
勝
す
る
。
国
民
新
聞
は
こ

ん
な
ふ
う
に
伝
え
た
。

も

さ

＜

一
高
、
帝
大
等
の
猛
者
連

を

一
蹴
し
て
茨
木
中
が
優
勝
し

た
の
は
飛
ん
だ
番
狂
わ
せ
で
あ

っ
た
＞

高
石
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

五
輪

（
28
年
）
の
1
0
0
㍍
自

由
形
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

ワ
イ
ズ
ミ

ュ
ラ
ー
の
好
敵
手
に

な

っ
た
。
だ
が
、
大
阪
で
の
国

際
水
上
の
直
前
、
ワ
イ
ズ
ミ

ュ

ラ
ー
は
「
1
0
0
㍍
を
泳
が
な

い
」
と
言
い
出
し
た
と
い
う
。

「
出
た
ら
俺
が
勝
つ
。
高
石
の

郷
里
な
の
で
悪
い
」
。
結
局
、

高
石
が
レ
ー
ス
を
回
避
し
、
ワ

イ
ズ
ミ
ュ
ラ
ー
は
優
勝
す
る
。

日
米
の
盟
友
は
、
勝
負
を
通

じ

て
固

い
絆

で
結
ば

れ
て

い

た
。
私
は
、
茨
木
中
に
伝
わ
る

写
真
が
、
大
会
の
台
閣
を
縫

っ

て
高
石
の
母
校
を
訪
れ
、
撮
影

さ
れ
た
も
の
と
、
そ
の
時
、
確

信
し
た
。

門
秒
間
裕
之
】

＝
敬
称
略
、
次
回
は
24
日

日
本
泳
法

古
式
泳
法
と
も
呼
ば
れ
る
。

武
芸
の

一
つ
と
し
て
江
戸
時
代

に
発
展
。
現
在
、
12
流
派
が
公

認
さ
れ
て
い
る
。
片
抜
手
、
立

泳
な
ど
が
あ
る
。

茨木水泳巨富雑 穀

ゆう

びん

鹿

毛
計量

定
数
教
材
弟
薯

読
も

Jぎ

妄

言
‘
ヂ
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ダ
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少

㌔

同
叫

高

石

の
肉

に
ま

つ
わ

る
話

は

如

ノ

一軒 で窃材て淋 ‾轡 てi

ンノ

ジ

ョ
ニ
ー
・

ワ
イ

ズ
ミ

ュ
ラ

ー
と
高
石
勝
男
の
友
情
を
考
え

る
と
、
国
際
水
上
大
阪
大
会
の

際
、
2
人
は
旧
制
茨
木
中
（
現

・
府
立
茨
木
高
校
）
を
訪
れ
た

可
能
性
が
高
い
。
だ
が
写
真
の

風
畠
貝
は
何
か
違
う
。
後
ろ
に
写

る
学
生
の
角
帽
も
お
か
し
い
。

「
茨
木
中
は
角
帽
で
は
な
い
」

と
い
う
証
言
を
得
た
か
ら
だ
。

撮
影
場
所
に
疑
問
を
持
ち
始
め

た
時
、
私
は
2
人
が
写
る
別
の

一
校
に
た
ど
り
着
い
た
。

写

真
に
は

、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン

の
ア
ル
ネ
・

ボ
ル
グ
と
男
の
子

も

一
緒
に
納
ま

っ
て
い
る
。
1

9
2
8

（
昭
和
3
）
年
の
国
際

水
上
東
京
大
会
の
際
、
玉
川
プ

ー
ル
で
撮
影
さ
れ
た
ら
し
い
。

男
の
子
は
、
当
時
7
歳
だ

っ
た

森
光
世
（
故
人
）
。
森
と
親
交

の
あ

っ
た
岩
田
忠
利
（
75
）
に
よ

る
と
、
玉
川
プ
ー
ル
に
は
日
本

の
合
宿
所
が
あ
り
、
食
事
は
「
玉

川
喫
茶
店
」
が
世
話
し
た
。
森

は
そ
の
店
の
子
ど
も
で
、
高
石

に
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
た
。

早
稲
田
大
に
進
ん
だ
高
石
は

こ
の
店
の
カ
ツ
井
を
特
に
気
に

入

っ
て
い
た
と
い
う
。
森
の
弟

倫
平
（
84
）
＝
東
京
都
世
田
谷
区

＝
は
「
卵
で
と
じ
な
い
で
タ
レ

身長差 20享ンカツ井の執念
早
稲
田
大
水
泳
部
O
B
の
村
山

修

一（
90
）＝
川
崎
市
多
摩
区
＝

か
ら
も
聞
い
た
。

「
関
西
学
院

と
の
定
期
戦
後
、
20
人
は
ど
の

部
員
を

兵
庫

県
の
自

宅

に
招

き
、
す
き
焼
き
を
満
腹
に
な
る

ま
で
ふ
る
ま

っ
て
く
れ
た
」
。

戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
だ
。

高

石
は

、

ワ
イ
ズ

ミ

ュ
ラ

ー

と
の
勝

負
に
執

念
を

燃
や

し

た
。
だ
が
1
7
0
靴
ン
と
1
9
0

靴
ン
の
差
は
埋
め
が
た
い
。
だ
か

ら
肉
を
食
べ
て
力
を

つ
け
る
こ

と
に
こ
だ
わ

っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
（
28

年
）
の
報
告
で
高
石
は
外
国
選

手
に
つ
い
て
「
ま
ず
い
泳
ぎ
だ

が
、
日
本
人
の
体
格
で
あ
の
泳

ぎ
は
で
き
な
い
」
と
記
し
た
。

写
真
の
謎
解
き
は
、
振
り
出

し
に
戻

っ
た
感
が
あ
る
。
だ
が
、

新
た
な
写
真
の
出
現
で
高
石
の

心
の
内
面
に
少
し
近
づ
い
た
気

が
し
た
。

【
秒
間
裕
之
】

＝
敬
称
略
、
つ
っ
く

L
払
り

パ
け

㌢

批

つ
オ

ノ

鼻

月
亭

j
呈

？
f

“

．1一
首

異

名

」r

ノ

㌧

）与看
Y

号
√
〃

打

〆

㌦
蔓
タ

ブ
L

」

㌔

〆量
電爪ト■表

〃プ
ノ

ル

′

－
1

刹
渉

アルネ・ ボル ク

当 時、150粥元自由形の世

界記録保持者。国際水上に

フィアンセを伴い来 日し、

東京 で結婚式を挙 げた。相

手は大西洋単独無着陸飛行

のリン ドバーグのめ い。 式

で高 石 が 花 嫁 に キ ス を さ

れ、閉口 した との逸話 が残

る。

†

ノ
ー棚

イ スーミ ュラⅦ と高一石が 写る

・ 枚。左 は アルネ・ ボ ルグ
‥タ ウン誌 「とうよ こ沿 線」

）号 から

ゆう びん
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腰

凰

彪
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r 小 一

ノ

「
こ
り

ゃ
、
茨

木
と

違

い
ま

′
す
わ
」
。
旧
制
茨
木
申
（
現

・

大
阪
府
立
茨
木
高
校
）
で
水
球

選
手
と
し
て
活
躍
し
た
奥
田
精

一
郎
（
93
）
は
、
写
真
を
見
て
、

そ
う
証
言
し
た
。
奥
田
が
入
学

し
た

の
は

、
ジ

ョ
ニ
ー
・

ワ
イ

ズ

ミ

ュ
ラ
ー
が
来

た

と
さ
れ

る

1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
の
5

年
後
。
プ
ー
ル
は
、
そ
の
間
、

さ
ほ
ど
変
わ

っ
て
い
な
い
。
謎

解
き
は
迷
路
に
入
り
込
ん
だ
。

そ
の
プ
ー
ル
は
、
15
（
大
正

4
）
年
9
月
6
日
に
起
工
し
、
生

徒
た
ち
の
手
作
業
で
半
年
後
の

号瀞欒 欒轡 二軍警 三∴｝′もギ

ー．／

項坤鷲 発 議鞠どy水仙′ 鴫 預 ウメ

16
年
3
月
15
日
に
完
成
。
作
業

に
は
、
後
に
評
論
家
と
し
て
活

躍
す
る
大
宅
壮

一
（
1
9
0
0

～
70
）
と
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の

川
端
康
成
（
1
8
9
9
～
1
9

7
2
）
も
い
た
。
大
宅
1
年
、

川
端
は
4
年
生
で
あ
る
。
生
徒

た

ち
は

「
ス

コ

ッ
プ

阻
」

「
籠

阻
」「
車
阻
」「
水
車
阻
」
の
4
阻

に
分
か
れ
て
作
業
。
積
極
的
だ

っ
た
の
は
大
宅
だ
。
10
月
19
日

の
生
徒
日
誌
に
、
こ
う

つ
づ
る
。

＜

体
操
の
時
間
「
水
車
を
踏

川端が 大宅が 土にまみれた
ま
ん
と
思
う
も
の
？
」
と
い
わ

れ
し
か
ば
、
僕
は
直
に
手
を
挙

げ
て
之
に
応
ぜ
し
。
何
と
な
く

恐
ろ
し
く
微
震
を
覚
え
た
り
し

が
、
次
第
に
大
胆
に
な
り
、
終

に
は
反

っ
て
面
白
く
な
れ
り
＞

大
宅
の
三
女
で
評
論
家
の
映

子
（
72
）
は
、
父
か
ら
、
戦
時
中

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
輸
送
船
が

撃
沈
さ
れ
海
に
投
げ
出
さ
れ
た

話
を
聞
い
た
。
大
宅
は

「
真

っ

暗
だ

っ
た
が
、
茨
木
中
で
水
泳

を
や

っ
た
か
ら
助
か

っ
た
」
と

話
し
て
い
た
と
い
う
。
映
子
は

「
父
は
運
動
音
痴
だ

っ
た
が
、

唯

一
誇
れ
る
の
が
水
泳
だ

っ
た

の
で
は
」
と
推
測
す
る
。

川
端
の
関
心
は
、
そ
の
こ
ろ

文
学
に
大
き
く
傾
く
。
16
年
1

月
19

日
に
は

校
長

室
に

呼
ば

れ
、
文
学
に
ふ
け
る
姿
勢
を
注

意
さ
れ
る
。
だ
が
翌
20
日
の
日

記
に
は
＜

お
れ
は
今
で
も
ノ
ベ

ル
黄
を
思
わ
ぬ
で
も
な
い
＞
と

書
く
。
プ
ー
ル
づ
く
り
の

「
体

操
」
は
欠
席
が
多
い
よ
う
だ
。

川
端
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
決
定
を

伝
え
る
68
（
眉
和
43
）
年
10
月

18
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、
茨
木

中
の
恩
師
が
お
祝
い
の
言
葉
を

寄
せ
、
川
端
の
作
業
の
様
子
に

言

及
し

た
。
＜

き

ゃ
し

ゃ
な
体

に

モ

ッ

コ
を

か

つ
ぎ

、
裸

足
で

懸
命
に
土
を
運
ん
で
い
た
＞

こ
の
恩
師
こ
そ
、
茨
木
水
泳

団
の
輝
か
し
い
歴
史
を
築
い
た

体
操
教
師
だ

っ
た
。
ワ
イ
ズ
ミ

ュ
ラ
ー
が
茨
木
中
を
訪
れ
た
な

ら
、
そ
の
伝
説
の
人
物
と
水
泳

論

を
語
り

合

っ
た

に
違

い
な

〕

亡
弟

．
75
り
¢

L
…
ぜん

′

－て

9
i

書
且
ミ

J

メ
一

1
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す

穿

伊

ノ
、

喜

一
ツレ
〝y
－
ク

マ
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淵
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－
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入
江
稔
夫
（
1
9
1
1
～
74
）

の
自
宅
を
訪
ね
た
の
は
、
昨
年

10
月
だ

っ
た
。
旧
制
茨
木
中
（
現

・
大
阪
府
立
茨
木
高
）
出
身
で

た
だ

一
人
、
世
界
記
録
を
樹
立

し
、

ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス

五
輪

（
32

年
）
で
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

大
阪
府
高
槻
市
の
自
宅
に
は
、

メ
ダ
ル
や
世
界
記
録
章
と
多
く

の
写
真
が
残
る
。
そ
の
中
に
ジ

ョ

ニ
ー

・

ワ

イ

ズ

ミ

ュ
ラ

ー

伝

説
の
謎
を
解
く
写
真
が
あ
る
こ

と
に
、
私
は
後
で
気
づ
く
こ
と

に
な
る
。

茨
木
中
の
写
真
は
、
28
（
昭

和
3
）
年
に
撮
影
さ
れ
た
。
だ

が
撮
影
場
所
は
茨
木
で
は
な
い

可
能
性
が
高
く
な

っ
た
。
私
は

当
時
の
新
聞
を
繰
り
、
古
い
資

料
を
読
み
あ
さ

っ
た
。

ワ
イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー

は
、

国
際

水
上
大
会
に
先
立
ち
、
同
年
9

月
29
日
に
東
京
・
玉
川
プ
ー
ル

で
初
棟
習
。
10
月
13
、
14
日
の

本
番
に
向
け
て
調
整
し
、
講
演

会
も
こ
な
し
た
。
大
会
終
了
後

の
17
日
に
は
「
世
界
記
録
を
作

る
会
」
に
参
加
し
、
大
阪
に
は

19
日
朝
に
着
く
。
大
阪
朝
日
新

聞
を
表
敬
し
、
府
庁
や
大
阪
市

役
所
、
大
阪
毎
日
新
聞
も
訪
れ

た
。
午
後
に
は
築
港
プ
ー
ル
で

初の世界記録 ともう 1 枚の写真
練
習
。
翌
日
は
宝
塚
で
ゴ
ル
フ

を
し
た
後
、
最
終
調
整
し
、
21

日
の
大
会
に
臨
ん
だ
。
こ
の
間
、

茨
木
中
訪
問
の
記
事
は
な
い
。

東
京
、
大
阪
両
大
会
中
、
日

本
選
手

で
最

も
奮

闘
し

た
の

が
、
茨
木
中
5
年
の
入
江
だ

っ

た
。
東
京
で
の
2
0
0
㍍
背
泳

ぎ
で
世
界
記
録
を
出
し
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

2
人
に
雪
辱
。
記
録
は
日
本
初

の
公
認
世
界
記
録
と
な
る
。

ひ
ろ
ゆ
き

や
す

入
江
の
次
男
江
行
（
69
）
と
恭

こ子
（
65
）
夫
妻
が
、
当
時
の
練
習

ぶ
り
を
教
え
て
く
れ
た
。「
部
屋

の
中
に
丸
太
を
渡
し
て
、
さ
ら

し
を

つ
り
下
げ
、
あ
お
む
け
で

宙
づ
り
に
な
る
。
そ
の
状
態
で

背
泳
ぎ
の
練
習
を
す
る
。
手
を

回
し
た
下
の
畳
は
ボ

ロ
ポ
ロ
。

冬
場
は
近
く
の
た
め
池
で
氷
を

割
り
な
が
ら
泳
い
で
い
た
、
と

父
に
聞
い
た
」
。
ひ
た
む
き
な

努
力
で
、
16
歳
な
が
ら
ア
ム
ス

テ
ル
ダ

ム
五
輪

で

4
位

に
入

り
、
世
界
記
録
に
つ
な
が

っ
た
。

取
材
を
始
め
て
し
ば
ら
く
し

て
、
私
は
入
江
宅
で
何
気
な
く

接
写
し
た
1
枚
を
改
め
て
見
直

し
、
が
く
ぜ
ん
と
し
た
。
茨
木

中
の
写
真
を
や
や
ズ
ー
ム
ア

ッ

プ
し
た
図
柄
だ

っ
た
か
ら
だ
。

だ
が
、
写

っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か

ワ
イ
ズ

ミ

ュ
ラ

ー
と

先
輩

の

高
石
勝
男
だ
け
だ
。
入
江
は
見

当
た
ら
な
い
。

【
秒
間
裕
之
】

＝
敬
称
略
、
つ
っ
く

‖′
皇
■
一

才

。葛
ア
ヘ

盲
′r

ノ

ー
ぎ
∫
V
皇
し
M

（
パ
鴻

ペ

′皇

男
ハ
一書－

持

卜
、

ノ

ゝ

－

…拐
′
く
ー≠
j
ツ

耶g
ノ

血

匁

留襟
一
ア

も

山漢
－

奪

ゆう びん



晦も．ノ漸 璧轍 船舶一麟 那出紳くゝ，和学 小′嘗一聯磯欒蝉賢 一竺．主語1卵 磯野琴七∴紙 J、薯磯野軍
じ

照準機鋒腱 観、二幣
芦r′ノ

も／

‘礫 写 攣 轡 そ㌔ィ
も 如 J

取
材
は
大
詰
め
を
迎
え
、
私

は
ク
リ
ス
マ
ス
の
東
京
に
向
か

っ
た
。
85
年
前
の
大
会
を
知
る

人
は
見

つ
か
ら
ず
、
な
か
な
か

事
実
に
近
づ
け
な
い
。
だ
が
旧

制
茨
木
中

（
現
・
大
阪
府
立
茨

木
高
）
出
身
の
高
石
勝
男
の
追

悼
集
（
1
9
6
7
年
発
行
）
を

読
む
う
ち
、
「
も
し
や
」
と
思

う
1
校
に
出
合

っ
た
。

早
稲
田
大
水
泳
部
の
O
B
会

副
会
長
、
地
平
達
郎
（
65
）
が
保

存
す
る
、
そ
の
集
合
写
真
に
は
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
25
人
の
選
手

が
写

っ
て

い
る

。

「
ジ

ョ
ニ
ー

・

ワ
イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー

は
こ

こ
、

こ
の
人
が
高
石
さ
ん
」
。
後
方

の
白

っ
ぽ
い
木
や
フ
ー
ル
の
細

部
、
角
帽
の
学
生
な
ど
、
茨
木

中
の
写
真
に
酷
似
し
て
い
る
。

ワ
イ
ズ

ミ

ュ
ラ
ー
の

し
ま

模
様

の
水
着
も
同
じ
だ
。

＜

東
京
大
会
と
大
阪
大
会
の

聞
に
、
午
後
の

一
刻
、

一
行
が

高
石
記
念
フ
ー
ル
を
訪
れ
た
。

リ
レ
ー
の
ほ
か
、
混
合
チ
ー
ム

で
水
球
を
行
い
、
ゲ
ー
ム
中
曲

技
を
披
露
す
る
な
ど
、
誠
に
楽

謎は解け 伝説が残った

増毛 磯 ノさユ，㌔斗√≠ J

早稲田大水泳部に残る集合写真（中
和右 から 3 番 目が ワイ スミ ュラー）

＝早稲【ヨ大水 泳部8 0年記 念誌 か ら

し
い

一
刻
で
あ

っ
た
＞

早
稲
田
大
水
泳
部
80
年
史
の

一
節
で
あ
る
。
地
平
は
茨
木
中

の
写
真
に

つ
い
て
「
こ
れ
は
間

違
い
な
く
早
稲
田
の
高
石
記
念

フ
ー
ル
だ
」
と
断
言
す
る
。

私
は
再
び
、
国
際
水
上
で
活

躍
し
た
入
江
稔
夫
宅
で
ア
ル
バ

ム
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
茨
木

中
の
写
真
と
比
べ
る
と
、
サ
イ

ン
の
位
置
が
違
う
。
以
前
の
取

材
で
気
に
と
め
な
か

っ
た
1
枚

が
、
早
稲
田
の
写
真
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
こ
と
も
分
か

っ
た
。

ワ
イ

ズ
ミ

ュ
ラ

ー
と

入
江

、

茨
木
中
と
早
稲
田
。
4
者
を
結

ぶ
人
物
は
1
人
し
か
い
な
い
。

入
江
の
早
稲
田
入
り
を
後
押
し

し
た
先
輩
の
高
石
だ
。
高
石
は

が
い
せ
ん

大
会
翌
日
、
茨
木
中
に
凱
旋
す

る
。
お
そ
ら
く
そ
の
時
、
ラ
イ

バ
ル
と
写
し
た
サ
イ
ン
入
り
の

写
真
を
母
校
に
、
も
う
1
枚
を

入
江
に
贈

っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
あ
た
り
で
物
語
を
終
え

よ
う
。
私
は
ワ
イ
ズ
ミ

ュ
ラ
ー

が
茨
木
中
に
行
か
な
か

っ
た
と

は
思
わ
な
い
。
1
日
だ
け
可
能

な
日
が
あ
る
か
ら
だ
。
28

（
昭

和
3
）
年
10
月
23
日
、
高
石
が

凱
旋
し
た
翌
日
で
あ
る
。
実
は

そ
の
日
の
午
後
、
彼
は
茨
木
で

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
。

タ
ー
ザ
ン
に
な

っ
た
後
も
、

茨
木
水
泳
団
で
伝
説
が
語
り
継

が

れ
た

ワ
イ

ズ

ミ

ュ
ラ
ー

。
水

泳

ニ
ッ
ポ

ン
の
原

点

で
、

ラ
イ

バ
ル
高
石
を
育
て
た
プ
ー
ル
の

す
ぐ
近
く
ま
で
行
き
、
立
ち
寄

ら
な
か

っ
た
と
は
、
私
に
は
思

え
な
い
。

【
秒
間
裕
之
】

＝
敬
称
略
、
お
わ
り

茨木水泳書棚掛謹ご
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